
何
と
か
し
て
あ
げ
た
い
気
持
ち
が
大
事

※お友達グループや職場など、グループ単位でサポートしていただくこともできます。

１

Facebook に本会の活動を随時投稿しています　

 長かった内戦が終わって平和になったカンボジアですが、国の復興はなかなか進まず、多くの人々

は貧困に苦しんでいます。特に農村では、貧しかったり親を亡くしたりして学校へすら行けない子

どもや、学校へ行けても途中でやめてしまう子どもが後を断ちません。

 本会では、農村の子どもたちが学校へ行けるようにと、教育資金をサポートしてくれる里親さん

を募集しております。

 思えば 79 年前、敗戦して焦土となった日本を救ってくれたのは、諸外国からの援助でした。カ

ンボジアも食料援助をしてくれました。日本の子どもたちもその恩恵を受け学校に行けるようにな

りました。豊かになった私たちが、今度は困っているアジアの子どもたちを支援する番です。
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 子ども１人につき １年間３万円。【教育里親会費】

【支援する期間】

【子どもとの交流】
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【子どもとの交流】
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Royal park condo,Street 608, Toul kok,
Phnompenh,Cambodia

(活動のための諸費用含む)

・子どもへの直接支援額を高めるよう努力しております。
・一括納入、分割納入（毎月、年２回）のどちらも可。
  所定の郵便振替用紙を使いお振込みください。

・少なくとも子どもが学校を卒業するまでの間、支援して
  頂けたら幸いです。やむを得ず子どもが中退する場合も
  ありますが、その際は別な子どもの支援をお願い申し上げます。

・子どもからは概ね６ヶ月に１度、近況を報告する手紙（日本語に
　翻訳）と写真が届きます。
・里親から手紙、プレゼントを届けることができます。
 （子どもから写真とお礼の手紙が届きます）

・子どもへの直接支援額を高めるよう努力しております。
・一括納入、分割納入（毎月、年２回）のどちらも可。
  所定の郵便振替用紙を使いお振込みください。

・少なくとも子どもが学校を卒業するまでの間、支援して
  頂けたら幸いです。やむを得ず子どもが中退する場合も
  ありますが、その際は別な子どもの支援をお願い申し上げます。

・子どもからは概ね６ヶ月に１度、近況を報告する手紙（日本語に
　翻訳）と写真が届きます。
・里親から手紙、プレゼントを届けることができます。
 （子どもから写真とお礼の手紙が届きます）

根

岸

恒

次

里
親
さ
ん
あ
り
が
と
う

幸福を、平和を、豊かな心を、カンボジアの友と分かち合おう

　
本
会
の
事
務
局
を
東
京
・
練
馬
区
か
ら

埼
玉
県
・
深
谷
市
に
移
転
し
て
、早
や
２
ヶ

月
が
経
ち
ま
し
た
。地
方
に
移
っ
て
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
さ
え
繋
が
れ
ば
、都
会
と
同
じ

仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
が
、海

外
送
金
な
ど
の
特
殊
業
務
は
地
方
で
は
難

し
い
た
め
、そ
の
点
は
東
京
の
銀
行
で
継
続

し
て
い
ま
す
。

　
地
方
で
は
車
が
必
要
で
は
あ
り
ま
す
が
、

便
利
な
も
の
で
業
者
さ
ん
が
配
達
や
回
収

を
し
て
く
れ
る
の
で
、助
か
っ
て
い
ま
す
。都

会
も
地
方
も
、そ
の
点
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
都
会
に
は
都
会
の
良
さ
が
あ
り
、地
方
に

は
地
方
の
良
さ
が
あ
り
ま
す
。各
々
バ
ラ
ン

ス
を
保
ち
、日
本
と
い
う
素
晴
ら
し
い
国
を

形
成
し
て
い
る
わ
け
で
す
。日
本
は
国
土
が

狭
い
こ
と
も
あ
り
、都
会
も
地
方
も
ほ
ぼ
変

わ
ら
な
い
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
す
が
、カ
ン

ボ
ジ
ア
に
お
い
て
は
都
会
と
地
方
の
格
差

が
益
々
拡
大
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。

　
本
会
の
活
動
の
中
心
は
貧
し
い
家
庭
に

い
る
子
ど
も
た
ち
の
教
育
支
援
で
す
が
、家

計
を
助
け
る
た
め
学
校
を
や
め
就
職
し
て

し
ま
う
子
ど
も
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
都
会
で
は
、イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
花
盛
り
で
、公
立
学
校
か
ら
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
に
転
校
す
る
子

ど
も
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
限
ら
ず
、世
界
中
が
貧
困

格
差（
特
に
食
糧
事
情
）に
悩
ん
で
い
ま
す
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
し
て
い
る
人
も
い
れ
ば
、そ
の

日
の
糧
も
ま
ま
な
ら
な
い
人
も
い
ま
す
。厳

し
い
現
実
で
す
が
、何
と
か
し
て
あ
げ
た
い

気
持
ち
を
失
わ
な
い
こ
と
が
大
事
と
思
い

ま
す
。

　本会の事務局移転に伴い、所管庁が東京都から埼玉県に移るため、司法書士に委

託して住所移転の定款変更と法務局への登記を行い、諸手続きのすべてが７月初旬

に終了した。これで名実ともに、埼玉県が管轄するNPO法人になった。　

　4月６日、カンボジアの首都プノンペンから車で５時間かかる辺境の村で、小学校の校

舎建設工事が始まった。着工に先立ち、地元の国会議員ら約200人が参加してセレモニー

を行った。カンボジアに滞在中の根岸理事長と現地スタッフが式に参加した。

　校舎を新設する小学校は「メル小学校」（クラチェ州スヌオル郡スクムコミューンメル

村・生徒数＝298人）、本会と連携してカンボジアで教育支援活動を展開する「味の素グ

ループ労働組合」（本部＝東京都中央区京橋）が建設資金を提供してくれる。

　校舎はレンガブロック造りで平屋建ての３教室、すぐに授業ができるよう、教室内には

机（椅子付き）や黒板などが予算内で設備される。

　雨期（５月以降）が始まる前に基礎工事を終えたいとの建設業者の希望により着工した

が、本格的な工事は８月頃からになる。来年１月末までに完成し、２月には「味の素グ

ループ労働組合」の皆さんが参加して贈呈式を行う予定。

辺境の小学校で校舎建設始まる　
「味の素グループ労働組合」が資金協力、来年２月に完成予定

本部事務局 〒369-1246　埼玉県深谷市小前田1552-1
TEL  048-580-7048    FAX  048-580-7049
E-mail   info@aac21.net

住所変更の定款変更と登記が終了

着工式に出席した根岸理事長(右)と地元の国会議員(左) 基礎工事が始まりました

事務局移転のお知らせ
　この度、根岸理事長が東京練馬区から自宅の埼玉県深谷市に転居しま
したので、これに合わせ本会事務局も同所に移転しました。近くにお越し
の際はお立ち寄りください。

【新住所】〒36 9 - 1 2 4 6　埼玉県深谷市小前田15 5 2 - 1
【T E L】0 4 8 - 5 8 0 - 7 0 4 8　　　【FA X】0 4 8 - 5 8 0 - 7 0 4 9
（旧住所＝東京都練馬区豊玉上2 - 2 5 - 7 - 2 0 3）

この子たちを何とかしてあげたい

何
と
か
し
て
あ
げ
た
い
気
持
ち
が
大
事

出前授業後生徒たちと記念写真

　６月５日～19日、平古場

副理事長と及川理事がカンボ

ジアを訪問した。10日、本

会が教育支援している「サン

ハックサットレイクメイ小学

校」（コンポンスプー州ウド

ン郡）で、恒例の出前授業を

行った。映像で日本を紹介し

たり、日本の歌を指導した。

　平古場副理事長は15日、

オリンピックスタジアムで柔

道の練習をしているカンボジ

アの青少年を対象に、柔道指

導を行った。

平古場副理事長と及川理事がカンボジア訪問
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唯一の温泉

塩田

本会は20 0 3年１月に東京都よりＮＰＯ法人の認証を受けました本会は20 0 3年１月に東京都よりＮＰＯ法人の認証を受けました

20年前の教育里子に会いました
　本会は今から約20年前の
2003年に「クメール教育里親基
金」を創設、カンボジアの僻村に
暮らす子どもたちが安心して通
学できるよう、教育支援金の配
布活動を始めた。昨年は活動開
始20年の節目だった。
　20年前に教育支援を受けていた子どもたちの成
長を見届けるため今年４月、基金創設当初より教育
支援している「チアシム小学校」（コンポンスプー州オ
ラル郡）を訪問、近所で暮らす元教育里子に会い近
況を聞いた。
　フーン・チェットさん（29歳・男性）。現在は80歳に
なる祖母の介護をしながら２人で暮らしている。独
身。バイクで物を運ぶ仕事をしているが、最近交通事
故に遭い無理できないという。
　基金開設当時（2003年）、小学２年から中学１年ま
で教育里子として日本に住む里親さんの支援を受け
た。家庭の事情あり、残念ながら中学校を中退した
が、６年間教育支援を受けたことを今でも感謝して
いるという。
　支援の手ごたえを実感した訪問だった。

「
ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
」
で
は
、
教
育
支
援
を
希
望
す
る
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
を
、
会
報
紙
面
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。
支
援

し
て
く
だ
さ
る
方
は
、
子
ど
も
の
名
前
を
添
え
て
、
事
務
局
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

（
先
に
里
親
が
確
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
）

　

ま
た
、
既
に
里
子
を
お
持
ち
の
方
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
顔
の
見

え
る
マ
ン
・
ツ
ー
・
マ
ン
の
教
育
支
援
で
す
。

教育支援を
お願いします！
☎
０
４
８
・
５
８
０
・
７
０
４
８　

ワ
ン
デ
ィ
ー
・
ジ
ワ
ー
君

︵
男
の
子
︶

●
両
親
が
い
る
。
姉
１
人
、
弟
１
人
、
妹
２

　

人
が
い
る
。
現
在
両
親
、
姉　

弟
妹
と
暮

　

ら
す
。

●
好
き
な
こ
と
＝
サ
ッ
カ
ー
を
観
る
こ
と
。

●
学
校
ま
で
徒
歩
で
15
分
。

ソ
ム
ポ
ア
ッ
ス
・
チ
ェ
ッ
ト
ラ
ー
君

︵
男
の
子
︶

プレイトム小学校
（コンポンスプー州サマキーモニチェイ郡）

２年生（８歳）

プレイトム小学校
（コンポンスプー州サマキーモニチェイ郡）

２年生（８歳）

●
両
親
が
い
る
。
兄
が
１
人
い 

る
。
現
在

　

両
親
、
兄
と
暮
ら
す
。

●
好
き
な
こ
と
＝
絵
を
描
く
こ
と
。

●
学
校
ま
で
徒
歩
で
15
分

プレイトム小学校

（コンポンスプー州

　　サマキーモニチェイ郡）　

２年生（８歳）

プレイトム小学校

（コンポンスプー州

　　サマキーモニチェイ郡）　

１年生（６歳）

ポ
ン
・
リ
ン
ダ
ー
ち
ゃ
ん

︵
女
の
子
︶

ホ
ム
・
ジ
ン
君 

 (

男
の
子)

●両親離婚、母親のみ。弟が１人、
　妹が２人いる。現在母親、祖母、
　弟妹と暮らす。
●好きなこと＝本を読むこと。
●学校まで徒歩で10分。

●両親がいる。兄２人、妹２人。
　現在両親、兄妹と暮らす。
●好きなこと＝サッカーをすること。
●学校まで徒歩で10分。

   

０
４
８
・
５
８
０
・
７
０
４
９

FAX

ロ
ッ
タ
ー
・

ス
レ
イ
ニ
ア
ン
ち
ゃ
ん

︵
女
の
子
︶

●両親がいる。妹が１人いる。
     現在両親、妹と暮らす。
●好きなこと＝縄跳びをすること。
●学校まで徒歩で15分。

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
唯
一
の
温
泉

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
名
産
品
は
数
多
く
あ
る
が
、
中
で
も
有
名
な

の
が
カ
ン
ポ
ッ
ト
州

の
塩
田
で
と
れ
る
塩

が
有
名
。
乾
期
︵
11

月
〜
４
月
︶
、
田
ん

ぼ
に
海
水
を
張
り
、

太
陽
の
力
を
借
り
て

水
分
を
蒸
発
さ
せ
塩

を
作
る
。

　
海
に
近
い
こ
と
と

強
烈
な
太
陽
の
光
に

恵
ま
れ
た
カ
ン
ポ
ッ

ト
州
の
名
産
物
に

な
っ
て
い
る
。

カ
ン
ポ
ッ
ト
州
の
塩
田

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
唯
一
温
泉
が

湧
き
出
る
場
所
が
、
コ
ン
ポ
ン

ス
プ
ー
州
オ
ラ
ル
郡
に
あ
る
。

里
子
訪
問
の
途
中
、
会
員
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
訪
れ
て
み
た
。

　
水
温
は
50
度
近
く
あ
り
、
中

に
入
っ
て
温
泉
を
楽
し
む
に
は

高
温
す
ぎ
る
よ
う
だ
。
カ
ン
ボ

ジ
ア
に
は
火
山
が
な
い
の
に
、

な
ぜ
こ
こ
に
温
泉
が
湧
い
て
い

る
の
か
不
明
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン

ペ
ン
か
ら
国
道
１
号
線
で
東
へ

約
１
時
間
行
く
と
、
涼
し
い
川

の
上
で
食
事
を
楽
し
め
る
﹁
水

上
レ
ス
ト
ラ
ン
﹂
が
あ
る
と
聞

い
た
の
で
行
っ
て
み
た
。
﹁
水

上
レ
ス
ト
ラ
ン
﹂
の
手
前
に
は

食
材
を
売
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ

り
、
そ
こ
で
食
材
を
調
達
し
て

会
場
へ
。
家
族
や
友
人
同
士
で

食
事
し
な
が
ら
団
ら
ん
の
ひ
と

と
き
を
持
つ
。
プ
ノ
ン
ペ
ン
へ

行
か
れ
る
方
は
一
度
訪
ね
て
み

て
は
。

　
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
内
の
マ
ン
シ
ョ

ン
に
あ
る
ゴ
ミ
捨
て
場
に
、
リ
ヤ

カ
ー
と
と
も
に
毎
日
現
れ
る
少

年
、
空
き
缶
な
ど
を
回
収
し
て
お

金
に
換
え
、
６
人
家
族
の
生
計
を

助
け
て
い
る
と
い
う
。
両
親
は
い

る
が
決
ま
っ
た
仕
事
が
な
く
、
生

活
費
の
足
し
に
と
毎
晩
リ
ヤ
カ
ー

を
引
い
て
働
い
て
い
る
。
聞
く
と

小
学
校
３
年
生
で
９
歳
。
学
校
に
は
毎
日
通
学
で
き
て
い
る
と

言
っ
て
く
れ
た
の
が
、
せ
め
て
も
の
救
い
。

廃
品
回
収
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
生
計

を
支
え
る

プ
ノ
ン
ペ
ン
の
新
名
所
「
バ
サ
ッ

ク
ス
ト
リ
ー
ト
」

　
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
に
は

有
名
な
﹁
パ
ブ
ス
ト
リ
ー

ト
﹂
が
あ
る
が
、
最
近
プ

ノ
ン
ペ
ン
に
も
そ
れ
に
似

た
﹁
バ
サ
ッ
ク
ス
ト
リ
ー

ト
﹂
が
人
気
、
外
国
人
も

た
く
さ
ん
訪
れ
て
い
る
。

　
一
角
に
は
日
本
食
レ
ス

ト
ラ
ン
も
あ
り
、
日
本
人

も
チ
ラ
ホ
ラ
見
か
け
る
。

バ
ー
や
デ
ィ
ス
コ
も
あ

り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
若
者

に
も
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
。

バ
サ
ッ
ク
ス
ト
リ
ー
ト

キ
エ
ン
ス
ヴ
ァ
イ

廃
品
回
収

　
今
年
の
４
月
、
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
州
の
山
中
に
あ
る
日
本
の

報
道
写
真
家
一
ノ
瀬
泰
三
の
墓
を
、
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
州
に
滞

在
中
の
菊
池
さ
ん
と
雨
沢
さ
ん

が
訪
問
し
て
焼
香
し
た
。
一
ノ

瀬
泰
三
は
１
９
７
３
年
、
当
時

ポ
ル
ポ
ト
派
に
よ
り
占
領
さ
れ

て
い
た
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
を

撮
る
た
め
出
か
け
た
が
、
ポ
ル

ポ
ト
派
の
兵
士
に
捕
ま
り
処
刑

さ
れ
た
。

　
９
年
後
の
１
９
８
２
年
、
ア

ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
北
東
部
の
村
で
遺
体
が
発
見
さ
れ
、
両
親
に

よ
り
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た
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一
ノ
瀬
泰
三
の
墓

フーン・チェットさん

プレイトム小学校
（コンポンスプー州サマキーモニチェイ郡）

２年生（８歳）

シアン・ブンレン大臣を表敬訪問
　４月11日、カンボジア政府内
務省で警備のトップを務めるシ
アン・ブンレン大臣の自宅を表敬
訪問した。根岸理事長のほか、石
川さん、桜井さん、鶴見さんが同
行した。
　大臣は本会のアドバイザーと
してカンボジア政府とのパイプ
役を務めておられ、現地での大
きな後ろ盾になっている。

　６月22日、小学校校舎建
設のためカンボジアを訪問
中の「愛知県板金組合青年
部」の皆さんが、一部組合員
の方が教育支援する里子の
家を訪問、面会した。プレゼ
ントを届けたり、近況を伺う
などして楽しい交流のひとと
きを持った。本会の現地スタ
ッフが案内した。

愛知県板金組合青年部の皆さんが里子訪問

大臣を表敬訪問里子訪問しました
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地
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・ 自転車（中古品）　　　　　　　　　
・ お米（50キロ入り）　　　　　　　　
・ 通学用カバン　　　　　　　　　　　
・  ティシャツ２枚＆サンダルセット
・ お菓子セット（お菓子の詰め合わせ）
・ 文房具セット（ノート、筆記用具類）
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　本会のプノンペン事務所では、教育里
子が通学する小学校（現在25校）を現地
スタッフが隔月に訪問、教育里親様より
頂戴した年会費の中から６回に分け、カ
ンボジア通貨（リエル）に換金して教育
支援金を届けている。
　中学校、高等学校に通う教育里子も卒
業した小学校に集まり、支援金を受け
取っている。

　５月27日～６
月１日の間に４月
分と５月分を、２
人の現地スタッフ
（ドライバー含
む）が各小学校を
訪問し、教育支援
金と教育里親さん
からのプレゼント
を届けた。

里子への教育支援金を
隔月に届けています

　
本
会
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は
、
病
気
や
事
故
、
親
の
離
婚
な
ど
に

よ
り
両
親
や
片
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く
し
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、
親
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て
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貧
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い
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あ
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０
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３
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３
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︵
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。

　
カ
ン
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・
高
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で
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昨
年
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月
に
新
学
期
が
始
ま
り
、
教
育
里
子
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３
月
〜
４
月
に
理
事
長
始
め
多
く
の
会
員
さ
ん

が
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
し
た
こ
と
や
、
日
本
で
も

事
務
局
移
転
が
あ
っ
て
業
務
が
一
時
ス
ト
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プ
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て
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こ
と
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ど
か
ら
、
里
子
か
ら
里
親
さ
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へ
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手
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の
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よ
う
や
く
通
常
活
動
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。
里
子
か
ら
の
手
紙
と
写
真
を
順
次
郵
送
中
。

 岩﨑　和子（神奈川県在住・会員）

カンボジアの子どもたちに笑顔と未来を

　私はカンボジアの教育ボランティアとして、里子への支援を行っています。毎月一定額
を寄付し、カンボジアに行く友人の五井さんに、手紙やプレゼントを託しています。
　この活動を始めたのは４年前、五井さんからカンボジアの教育支援に関わる話を聞
いたことがきっかけでした。以前から里子への支援をしたいと思っていたので、すぐに始
めました。
　現在支援している２人目の里子は、イケメンでシャイな男の子です。私自身は仕事や
家庭の事情でカンボジアに行くことができませんが、五井さんがカンボジアに行く際に、
ビデオレターやプレゼントを届けてもらうことで、少しでも彼との繋がりを感じることが
できています。
　彼へのプレゼントは、カラフルなサインペンやノート、絵を描くための色鉛筆など、彼の学習や創作活動に役
立つものを、いつも五井さんと一緒に選んでいます。
　彼からのビデオレターで、「イワサキサン、アリガトウ♪」と笑顔で照れながら言ってくれたときは、心が温まり
ました。はにかみながらも、一生懸命日本語で感謝の言葉を伝えてくれる姿に、会いたい気持ちが一層強まりま
した。
　いつか、カンボジアに行って彼と直接会える日を楽しみにしています。彼が成長していく姿を見守りながら、彼
の夢や希望をサポートできることは、私にとって大きな喜びです。
　この活動を支えている理事長を始めとするボランティアの皆様には、本当に感謝しています。皆さまの献身的
な努力と情熱が、私のモチベーションを高めてくれます。
　また、この活動を紹介してくれた五井さんにも、心から感謝しています。五井さんの話を聞いていなければ、
今の私の支援活動はなかったでしょう。
　教育は未来を開く鍵であり、そのための一助となることは貴重な体験です。微力ながらも未来を担う子どもた
ちを支えることができ、誇りを感じています。これからも支援を続け、カンボジアの教育環境の改善に少しでも
貢献したいです。
　この会報誌を通じて、カンボジアの子どもたちの未来を支えるための活動に、多くの方が興味を持ってくださ
ると嬉しいです。そして、一人でも多くの方がこの素晴らしい活動に参加し、カンボジアの子どもたちに笑顔と未
来を届ける一助となれることを願っています。

代々木公園にて投稿投稿

投稿投稿

 根岸　恒次（法人理事長）

カンボジア負の遺産「スワイパー村」を訪ねて

　「病弱」という言葉があるのなら「病強」という言葉があって
もいいのではないか。もちろん病種によって無理は禁物だが
「動けるなら動け！」と、障害者手帳（３級）の持ち主である自分
を𠮟咤激励している。
　「カンボジアフェスティバル」が五月三・四日の両日、代々木
公園にて開催された。楽しみにしていたのだが、何とこの私
め、五月一日救急車で搬送される仕儀とあいなった。自分で
は、「元気、元気」と思っていても体は確実に老いている。
　五月三日、無事に公園へ陣中見舞いに行く事ができたなら、
次は四日クライミングの予定がある。俄然、闘志が湧いてくる。
　三日、原宿駅は大混雑、会場も大混雑。我らが「二十一世紀
のカンボジアを支援する会」のブースも出ている。現地に赴い
て仕入れてくる方々のセンスもさる事ながら、売られている
品々を見ると、以前よりは縫製技術が上達している事がわか
る。物色にも力が入る。
　関係者の皆さま、本当にお疲れ様でした。
　四日、青空の下で岩にしがみついた。風が心地良い。重病の
方には申し訳ないけれど、パラリンピックを目指そうか。
　クライミング仲間のある女性は、二年間の闘病生活を終え
て、また復帰したと言っていた。
　私たちの合言葉は「無理はしないが、出来る事はやるべし！」
　ヤッホー！

板金の屋根が完成する

　クロチェ州「キロー６６小
学校」に、新校舎の板金の屋
根が完成しました。
　屋根の資材は日本から輸
入し、日本の板金職人自ら
が現地に赴き、建設作業を
行ったものです。

　この屋根には遮熱、防音、結露防止などの機能の素材が５
層になっており、カンボジアではあり得ない高性能のものと
なっています。そして見た目も美しいです。
　私も初めて板金職人さんのお話を聞き作業を見せて頂きま
したが、ただの金属の板を加工して製品や建物を作ってしまう
のは、まるで魔法のようで特殊技能を持った人間の凄さを感
じました。
　カンボジアでこのような技術が普及するには、数学図形、金
属や素材の理科知識、職業に対する倫理観を高める事が必要
だと思います。
　「キロー６６小学校」の子供たちも、この快適な屋根の下で
たくさん勉強し力を付けて、将来立派なお仕事をする人間に
なってほしいと願います。

今　紀子（東京都在住　会員）

青木　貴之（KHJグループ所属）

国内では円安、現地カンボジアにおきましては物価が高騰し

ておりますので、やむを得ず里子へのプレゼント代を今年か

ら下記の通りに値上げさせていただきます。どうぞご理解の

ほど、よろしくお願い申し上げます。

事務局に届いた里子プレゼントにつきましては、年に1〜２回

程度になりますが、空港から持参させて頂きます。暫くお時

間を頂きますので、なるべく海外送金可能な現金をお送りく

ださい。

現地購入品目一覧表
９,５００円
５,５００円
３,５００円
２,５００円
１,５００円
１,５００円

教育資金を届けました ノート代わりにミニ黒板

イケメンでシャイな男の子

板金屋根工事の様子

※同封の振込票にてご送金を
　　　　　　お願いいたします。　

　カンボジアの首都、プノンペン市内を流れるトンレサップ川を、
王宮辺りから３キロほど遡ると、川岸近くにベトナム人居住区があ
る。30年前まで「スワイパー村」と呼ばれていた所だ。
　1990年代、メコン川下流にあるベトナムから少女たちを乗せた
船が港に着くと、少女たちはここに送られた。知る人ぞ知る児童売
春の象徴だった場所だ。

　実は1995年に初めてカンボジアを訪問した私は、カンボジア人ガイドの案内でツアー客とともに「スワイ
パー村」をバスで通行したことがある。薄暗い木造の家が１～２キロにわたり立ち並び、濃い化粧をしたベト
ナム人らしき少女たちが手招きして客を呼び込む光景に、唖然とした記憶がある。　　　　　　
　ガイドに聞くと、世界中から児童売春目的の外国人（日本人も含む）が集まり、少女たちは３ドル～５ドル程
度で身を売っていたそうだ。当時日本語の看板もあったという。
　2000年代に入ると、児童売春撲滅のNGOが「スワイパー村」をアジアの児童売春の象徴として摘発、カンボ
ジアのフンセン首相もそれに呼応し2003年、スワイパー村はその歴史を閉じた。
　４月、久々訪問した「スワイパー村」は様変わりしていた。30年前に見た１～２キロにわたる木造の売春宿
は姿を消し、今風の建物が立ち並んでいた。カトリック教会や職業訓練所があり、普通の暮らしをするベトナム
人居住区の印象だった。あの頃、売春目的でベトナムから送られてきた少女たちは立派な大人になり、今もカ
ンボジアに住んでいるそうだ。

投稿投稿

投稿投稿
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●教育里親会員 １８２名
●個人会員　　　　　　６３名
●団体会員　　　　　１１団体
●寄付協力者（随時）　６１名
　合　　　計　　　　３１７名

本会の会員状況をお知らせいたします
（2024年６月末日現在）

　本会では、書き損じハガキ・未使用の切手やビー

ル券やデパートの商品券を集め、活動資金にしてお

ります。皆様の家に眠っているものがございました

ら、ぜひ、ご協力くださいますよう、よろしくお願

い致します。普通郵便で事務局へお送りください。

教育里親会員　入 会 申 込 書 年 　 月 　 日

名
氏

所
住

考
　
備

生 年 月 日

(TEL)

ふ り が な

年 　 　 　 　 月 　 　 　 　 日

〒

１. サポートしてくださる子どもの人数　　[　　　　　　]　人

２. サポートしてくださる子どもの性別　　① 男の子　　　　　　　② 女の子　　　　　　　③ どちらでも

３. その他　[ 具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]　　　　　　　

＊入会してくださる方は所定の事項をご記入のうえ、本会事務局までお送りください。　　　　　　
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子
ど
も
た
ち
へ
直
接
払
う
年
額

　
　
　
　
　
１
万
２
千
６
百
円
︵
42
％
︶

　
会
の
運
営
に
回
す
年
額

　
　
　
　
　
１
万
７
千
４
百
円
︵
58
％
︶

正
会
員
と
し
て

～カンボジアの新電子管理入国～　
春さんのカンボジアレポート

理事・会員　　鈴木春男（カンボジア・シェムリアップ在住）

　カンボジアでは、新電子入国管理制度が７月１日から実施されました。
観光客、外国人居住者、カンボジア人は全員、到着の７日前までにオンラ
インの電子移民申請を完了することになっています。
　まずスマホにアプリをインストールし、自分の顔写真とパスポートをアッ
プデートして登録申請。申請が完了するとＱＲコードが生成されます。この
ＱＲコードをスマホ画面あるいは紙に印刷して入国審査官に提示、となっ
ています。
　このアプリは各国言語で表示され、日本語もあります。が、スマホ操作に
慣れていない方には若干難儀です。しかし以上の手続きが出来ない場合
は、入国審査所で提供されるタブレットで手続き出来るとなっています。
　７日前との規定に矛盾ですが、此処はカンボジアですから。
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く

旅
も
良
い
も
の
で
す
。

■

電子入国管理

（写真出典：
　　　入国管理局）

　2002～2003年頃の写真。プ
ノンペン市内の北朝鮮レストラ
ンで、理事長と会員さんがカラオ
ケで歌っています。カンボジアに
４～５店あった北朝鮮レストラ
ンは、コロナ禍で全て閉鎖されま
した。あの頃、何も考えずレスト
ランを利用していましたが、北朝
鮮の外貨獲得に貢献していたこ
とを最近知り、大いに反省してい
るところです。

懐かしき1枚

カラオケに興じる
写真提供：遠藤 啓会員　

カンボジア
ミニミニ
カンボジア
ミニミニ

　
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
都
市
で
は
街

中
に
多
く
の
両

替

業

者

が

あ

り

、

ガ

ラ

ス

ケ
ー
ス
に
様
々

な
通
貨
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。

デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
２
０
１
０

年
に
９
４
８
件

だ
っ
た
両
替
業

者
数
は
、
２
０
２
３
年
に
は
２
、９
０

６
件
と
増
加
し
た
。
二
重
通
貨
経
済

︵
ド
ル
と
リ
エ
ル
が
使
用
可
︶
と
観

光
客
の
流
入
が
続
く
中
、
両
替
業
者

の
需
要
は
益
々
高
ま
り
そ
う
だ
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
両
替
業

者
数
、
過
去
20
年
で
３

倍
に
成
長

　
ラ
オ
ス
航

空
が
運
航
し

て
い
た
、
ラ

オ
ス
の
ビ
エ

ン
チ
ャ
ン
と

カ
ン
ボ
ジ
ア

の
プ
ノ
ン
ペ

ン
を
結
ぶ
定

期
直
行
便
が

終
了
し
た
。

　
同
路
線
の
直
行
便
は
３
月
に
再
開

さ
れ
た
が
わ
ず
か
３
ヶ
月
で
終
了
、

観
光
専
門
家
に
よ
る
と
、
廃
止
の
理

由
は
隣
国
同
士
の
割
に
は
旅
行
需
要

が
低
い
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。

プ
ノ
ン
ペ
ン
と
ラ
オ
ス

の
直
行
便
、
わ
ず
か

３
ヶ
月
で
終
了

　
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
内
の
ナ
イ
ト

ク
ラ
ブ
で
不
法
な
性
的
サ
ー
ビ

ス
の
摘
発
が
行
わ
れ
、
１
９
４

人
が
拘
束
さ
れ
た
。
内
務
省
の

人
身
売
買
・
未
成
年
者
保
護
局

が
、
同
市
ト
ゥ
ー
ル
コ
ー
ク
地

区
の
ク
ラ
ブ
で
不
法
な
性
的

サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
て
い
る
と

の
情
報
を
受
け
、
プ
ノ
ン
ペ
ン

市
警
察
の
協
力
を
得
て
摘
発
に

踏
み
切
っ
た
。

プ
ノ
ン
ペ
ン
で
違
法
な
性
的
サ
ー
ビ

ス
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
で
２
０
０
人
拘
束

　
世
界
銀
行
は
最
新
の
報
告
書
で
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
経
済
成
長
率
が
２
０

２
４
年
に
は
５.

8
％
、
２
０
２
５
年

に
は
６.

１
％
、
２
０
２
６
年
に
は
６.

４
％
に
達
す
る

と
予
測
し
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア

経
済
好
調
の
理

由
と
し
て
、
衣

料
品
、
旅
行
用

品
、
履
物
の
輸

出
及
び
観
光
業

の
回
復
を
あ
げ

て
い
る
。

世
界
銀
行
の
予
測
、
24
年

に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
成
長

率
は
５.

８
%

ネット記事から最近
のカンボジア情報を
お知らせします。

　
労
働
・
職
業
訓
練
省
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
す
べ

て
の
雇
用
者
と
労
働
者
に
対
し
健

康
に
注
意
を
払
い
、
保
健
省
の
衛

生
対
策
を
継
続
し
て
実
施
す
る
よ

う
に
呼
び
か
け
た
。
雇
用
者
と
労

働
者
は
、
家
庭
や
職
場
で
の
衛
生

管
理
、
マ
ス
ク
の
使
用
、
人
混
み
を
避
け
る
な
ど
、
保
健

省
の
指
示
に
可
能
な
限
り
厳
密
に
従
う
必
要
が
あ
る
。

イ
ン
フ
ル
と
コ
ロ
ナ
が
増
加
、
労
働

者
に
衛
生
対
策
呼
び
か
け

コロナが再増加
200人拘束

３ヶ月で終了

３
倍
に
成
長

成
長
率
5.

8
%


